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九州産業大学情報科学会誌 2巻 1号 (2003年 9月)で、
日本技術者教育認定機構 (JABEE)による日本技術者教
育認定制度∗1と情報科学部のプログラム認定申請に向け
た取り組みが紹介されている [廣田 01]。平成 15年度は、
プログラム認定申請に向けて学則・履修規程等の規則と
シラバスの整備を行ったので、本稿で簡単に紹介したい。

1. コースの設置 (九州産業大学情報科学部履修規程 (以
下「履修規程」という。) 第 5条の 2)
情報科学部の各学科に次表のようにコースを設置した。

各コースの特徴は次の通り。

学　　科 コース名

社会情報システム学科 社会情報システムコース

知能情報学科 知能情報コース

社会情報システム学科 情報科学総合コース
知能情報学科

社会情報システムコースは、社会情報システム学科に
所属し、同学科が開設する特徴的な科目の履修に重点を
置く。知能情報コースは、知能情報学科に所属し、同学
科が開設する特徴的な科目の履修に重点を置く。これら
のコースの履修については履修規程による。
情報科学総合コースは、学科に拘らず、情報科学・情

報技術の基礎をしっかりと身につけることに重点を置く。
このコースの履修については、履修規程と九州産業大学
情報科学部情報科学総合コース履修要領 (後述)による。
当面は、これら 3コースのうち、情報科学総合コース

について JABEEへの認定申請を目指す。

2. GPAの導入 (履修規程 第 33条)
成績評価は、秀、優、良、可、不可の 5段階評価で行

い、秀、優、良、可、不可のグレードポイント (GP)を
それぞれ 4、3、2、1、0とし、グレード・ポイント・ア
ベレージ (GPA)を次式で算出する。

∗1 日本技術者教育認定制度とは、大学などの高等教育機関で実
施されている技術者教育を認定する制度であり、審査・認定を
行う組織として、日本技術者教育認定機構 (JABEE : Japan

Accreditation Board for Engineering Education)が 1999年
に設立された.

GPA = [(科目の単位数)×(その科目で得た GP)]の総和
(履修登録した単位数)の総和

3. 情報科学総合コースの履修について

情報科学総合コースの履修のために、以下の履修要領
を制定した。JABEEでは、学習・教育目標の達成度評
価を厳格に行うことを要求しているので、情報科学総合
コースでは、達成度評価の厳格化の一つのアプローチと
して、他の 2コースよりも厳しい進級、修了要件を設定
している。

九州産業大学情報科学部情報科学総合コース履修要領

第１条（趣旨） この要領は、九州産業大学情報科学部授
業科目履修規程（以下「履修規程」という。）第５
条の２第３項の規定に基づき、情報科学総合コース
（以下「総合コース」という。）に関し、必要な事項
を定めるものとする。

第２条（登録） 総合コースにおける技術者教育プログラ
ムを履修しようとする者は、所定の期日までに登録
しなければならない。

第３条（登録要件） 総合コースに登録するには、２年次
終了時までに、次の各号に掲げる要件を満たさなけ
ればならない。
(1) １、２年次に配当される「専門必修科目」44単
位をすべて修得していること
(2) 「専門選択科目」を 18 単位以上修得している
こと
(3) ＧＰＡが「専門科目」について 2.0以上である
こと
(4) 総合科学科目を８単位以上修得していること
(5) 外国語科目を８単位以上修得していること

第４条（卒業研究着手要件） 総合コースに登録した者
は、次の各号に掲げる要件を満たさなければ卒業研
究を履修することができない。
(1) 履修規程別表２に定められた卒業に必要な 124
単位のうち、卒業研究以外の 116単位を修得してい
ること
(2) ＧＰＡが 1.9以上であること
(3) 日本語表現法又は日本語応用の単位を修得して
いること
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(4) 物理学又は現代自然科学の単位を修得している
こと
(5) 情報理論・確率論及び統計学の単位を修得して
いること
(6) コンピュータネットワーク又はインターネット
工学の単位を修得していること
(7) オブジェクト指向設計及びプログラミング言語
とコンパイラの単位を修得していること

第５条（修了要件） 総合コースを修了するには、卒業研
究の単位を修得し、履修規程別表２に定められた卒
業に必要な 124単位以上を修得しなければならない。

第６条（ＧＰＡの算出） ＧＰＡの算出は、履修規程第
33条の２の規定による。

第７条（学習保証時間） 総合コースの学習保証時間（授
業時間及び教員の教授・指導のもとに行った授業時
間外の学習時間）の総計は、次の各号に掲げる学習
保証時間を含め 1800時間以上とする。
(1) 人文科学、社会科学等（語学教育を含む）の合
計学習保証時間が 250時間以上
(2) 数学、自然科学、情報技術の合計学習保証時間
が 250時間以上
(3) 専門分野の合計学習保証時間が 900時間以上

第８条（コースの変更） 総合コースから他コースへの変
更を希望する者は、年度始めの所定の期日までに願
い出なければならない。
２ 総合コースから他コースへ変更した者は、総合
コースに再登録することはできない。

附　則 　
１ この要領は、平成 16年 4月 1日から施行し、平成

15年度入学生から適用する。
２ 第６条の規定にかかわらず、平成 15年度入学生に係

る成績表示に対するＧＰ及びＧＰＡ算出式等は
次のとおりとする。

成績表示 成績評価 ＧＰ

Ａ 優 ３

Ｂ 良 ２

Ｃ 可 １

Ｄ 不可 ０

Ｅ 不可 ０

ＧＰＡ＝ [(科目の単位数) × (その科目で得た
GP)]の総和÷ (修得した単位数)の総和

4. 学習保障時間の達成について
JABEEは、プログラムに 4年間で 1800時間以上の

学習保障時間を有していることを要求している。これを
各科目に配分すると、90分の授業を最低 13回実施する
必要がある。このため、平成 16年度は、従来の講義・補
講期間を講義期間とし、土曜日に補講を行うことにより

最低 13回の授業回数を確保するという情報科学部独自
の学年暦を採用している。

5. シラバスについて
JABEEは、成績評価基準をシラバスに明示すること
を要求している。情報科学部では、学習教育目標として
評価項目を列挙し、どれだけの項目を満たすかで、秀、
優、良、可、不可を判定することにしている。このため、
平成 16年度よりシラバスの書式を変更し、担当教員に学
習教育目標 (評価項目)、評価基準、評価方法を明記して
もらうことにした。昨年度、新書式によるシラバス依頼
が遅れたために、シラバスの新書式への移行は完了して
いないが、専任教員が担当する授業科目については、新
書式のシラバスになっている。図 1に新書式のシラバス
の例として「情報科学序説」のシラバスを示す。

6. 平成 15年度・16年度入学生への周知について
情報科学総合コースの設置については、学生便覧、履
修ガイド・シラバスに記載するとともに、学生への周知
をより一層図るために、平成 15年度入学生に対しては、
平成 15年 4月 14日の情報科学基礎演習と平成 16年 3
月 30日の教務ガイダンスの中で、平成 16年度入学生に
対しては、平成 16年 4月 9日の教務ガイダンスと平成
16年 4月 12日の情報科学基礎演習の中で、情報科学総
合コースの趣旨、登録要件、修了要件等に関する説明会
を行った。
以上、情報科学部での JABEEへのプログラム認定申
請に向けた取り組みを紹介した。情報科学総合コースに
ついて、平成 18年度の JABEEへの認定申請を目指し
て、今後も引き続き検討を行っていく予定である。ご意
見等いただければ幸いである。
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図 1 情報科学序説のシラバス


